
Ⅰ F0l 一般成人と高校生の 科学リテラシ 一に関する比較分析 

0 岡本信 司 ( 静岡大地域共同研 ) 

1. はじめに 概要は表 2 のとおりであ る。 

科学技術の振興を 図るためには ，一般成人の 科学 この調査においては ，放射線についての 関心， 知 
技術に対する 関心を高めて 理解を増進することが 不 識，イメージ 等に関連した 質問項目に加えて ，「科学 
可 欠であ り，同時に将来を 担 う 若い世代に対する 科 技術に関する 意識調査」において 使用した科学の 墓 
学教育とその 成果を計測することも 重要であ る。 磯釣概念に関する 理解度の質問項目を 設定しており ， 

一般成人については ，文部科学 省 科学技術政策研 今回の分析では ，その結果を 使用する。 
究所において ，科学技術に 対する理解度等の 意識を 表 2. 高校生の放射線に 関するアンケート 調査概要 

調査することを 目的として， 2001 年 2 ～ 3 月に「 科 「調査時期 :2002 年 9 月～ 11 月 

学 技術に関する 意識調査」を 実施， 2002 年 1 月に 設計標本数 : 当初想定 1,100 標本 / 国 

報告書を公表した。 有効回収 数 : 7,837 人 

また，高校生については ， 2002 年秋に実施された ( 日本，中国， イ ント。 村ンア ，韓国，ブ イ リヒ・ ン ， タイ，ベトナ 

「 FNCA 各国の高校生の 放射線に関する 知識，関心 ム ) 

等についての 合同アンケート 調査」において ，科学 対象者 : 首都圏高校 2 年生相当 
抽出法 : 有意抽出法 

技術政策研究所が 実施した調査と 同様の質問項目を 調査方法 : 学校等における 集合自記 式 調査 法 

用いて科学の 墓磁的概念に 関する理解度の 調査も併 調査項目 : 放射線に関する 知識，科学の 基礎的概俳の 理 

せて行った。 解度等 

本論文では， これらの 2 つの調査結果から ，一般 

成人と高校生の 科学リテラシ 一に関する比較分析を 3. 分析結果 
行って考察を 加えた。 3. 1  一般成人の科学基礎的概俳に 関する理解度 

科学の基礎的な 概念に関する 理解度の関連質問 
2. 調査方法 15 項目 ( 科学的な知識に 関するクイズ ) の回答結果 
2. 1  科学技術に関する 意識調査 は ，正答率が高い 順に「 光 と昔の速さ」， 「放射能 汚 

「科学技術に 関する意識調査」の 概要は表 1 のと 染牛乳煮沸効果」等となっており ，これらの回答 結 
おりであ る。 果は ついて，正答率，誤答率，「わからない」の 回答 

本調査の質問項目は 多岐に 亘 っているが，本論文 率を変数として Ward 法によるクラスタ 一分析を行 
では，このうち 科学の基礎的概俳の 理解度 ( 科学的 った結果，正答率等回答率によって 質問項目は 4 グ 

知識に関するクイズ ) に関する項目を 使用した。 ループに分類することができた。 
なお，紙面の 制約上，質問項目 名 等は略称を使用 また，我が国，米国及び 2001 年に実施された 

している。 EUl5 か 国における同様の 調査での共通 11 質問 項 
表 1. 調査の概要 目 による国際比較では ，我が国は 17 か 国中 13 位 と 

調査時期 : 2001 年 2 月～ 3 月 なっており， OECD 卍 ISA や IEA だ IMSS における 
調査対象 我が国中高生の 科学リテラシーや 理科学力到達度 得 
(1) 設計標本数 : 30 ㏄標本 
( 有効回収 数 2146 人，有効回収率 71.5%) 

点が国際的に 高い水準にあ ることと大きな 対比をな 

(2) 対象地域・対象者 : 全国 18 歳以上男女 (69 歳まで ) 
している。 

(3W 抽出法     住民基本台帳 からの 層化 2 段無作為抽出法 
調査方法 : 調査員による 面接聴取 ( 訪問面接 法 ) 3. 2  高校生の科学基礎 的 概念に関する 理解度 
調査項目 : 科学の基礎的概俳に 関する理解度，科学技術を 我が国一般成人に 対して行った 質問を含む科学基 

含む諸問題への 関心度等 磯釣概念の理解度に 関するアジア 諸国高校生の 調査 
2. 2  FNCA 各国の高校生の 放射線に関する 知識， 結果は、 以下のとおりであ る。 

関心等についての 合同アンケート 調査 ここでは，我が 国高校生と - 般 成人の正答率のみ 

「 FNCA 各国の高校生の 放射線に関する 知識，関心 でなく，他のアジア 諸国の調査結果と 併せて検討す 
等についての 合同アンケート 調査」における 調査の 
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「地球中心部は 非常に高温」 
正答率は 77% ( 韓国 ) ～ 90% ( イ ント。 神 7),  7 か 

国平均正答率は 84% と各国共に正答率が 高い。 

我が国高校生の 正答率は 89% であ り，我が国一般 
成人の正答率は 77% となっており ，いずれも高い。 

「放射線を出す 物質は全て人間が 作成」 

正答率は 53% ( 韓国 ) ～ 82% ( 中国 ),  7 か 国平 

均正答率は 73% と韓国を除いた 6 か 国は正答率が 

7 割以上であ る。 

我が国高校生の 正答率は 74% で，一般成人の 正答 
率 56% と比較すると 高い。 

「空気中酸素は 主に緑色植物光合成で 生成」 

正答率は 68% ( タイ ) ～ 85% ( イ ント，神力， 7 か 

国 平均正答率は 76% と各国共に正答率が 高い。 
我が国高校生の 正答率は 77% と高く，一般成人の 

正答率は質問文が 一部異なっているが 67% であ る。 

「レーザーは 音波集中で獲得」 
正答率は 9% ( ィ Ⅱ。 卸ァ ) ～ 49% ( タイ ),  7 か国 

平均正答率は 33% と 金 7 間中最も低く ，韓国，フィ りヒ 。 

ン 及びルト。 卸ァ では誤答率が 正答率を上回っており ， 

「わからない」の 各国平均が 47% と高く ，イバ 。 ネ ・ ノア 

は 78% と非常に高い。 

我が国高校生の 正答率は 32% ( 一般成人 28%, 以 

不同様 ), 誤答率 14%  (26%), 「わからない」 54% 
(46%) となっている。 

「電子の大きさは 原子よりも 小 」 

正答率は 34% ( 韓国 ) ～ 73% ( タイ ),  7 か 国平 

均 正答率は 61% で韓国を除いて 約 6 割以上の正答 
率であ るが，韓国のみが 誤答率が正答率を 上回って 

いる。 

我が国高校生は 正答率 71% (30%), 誤答率 16% 
(22%), 「わからない」 12% (48%) となっている。 

「子供の性別を 決める要因は 父親遺伝子Ⅰ 
正答率は 27% ( フィリ ヒ 。 ン ) ～ 66% ( タイ ),  7 か 国 

平均正答率は 44% と低く ，イ ント。 神ァ ， 日本及び ブ リ ヒ 。 

ンは 誤答率が正答率を 上回っている。 

我が国高校生は 正答率 32% (25%), 誤答率 50% 
(44%), わからない 18% (31%) となっている。 

「地球温暖化の 主な原因はフロンガス 放出」 

正答率は 20% ( タイ ) ～ 59% ( 中国 ),  7 か 国平 

均 正答率は 38% と 金 7 間中 2 番目に低く，日本，韓 
国及びタイは 誤答率が正答率を 上回っており ， タイ 

では「わからない」が 50% であ る。 

我が国高校生は ，正答率 43%, 誤答率 47%, 「わ 

からない」 9% であ る。 

なお，この質問は 我が国一般成人に 対しては行わ 
れていない。 

3. 3  一般成人と高校生の 科学リテラシ 一の比較 

による考察 
以上の結果を 考察すると，学校教育後でも 取得可 

能な機会のあ ると思われる 科学基礎的概俳の 理解度 
は一般成人も 比較的高く，学校教育のみで 取得され 
ると思われる 内容は一般成人の 理解度が低い。 ただ 
し，「子供性別決定遺伝子」に 関して高校生の 理解度 
が低く，その 原因については ，今後，追跡調査が 必 
要と考えられる。 

4. 今後の課題 
今回は一般成人と 高校生の科学リテラシ 一に関す 

る比較分析結果を 中心に報告したが ，今後，基礎的 
概念理解度ほついての 回答者属性に 関する構造解析 
等さらに詳細な 分析を行うとともに ，これらの分析 
結果を踏まえて ，科学技術政策・ 科学技術教育に 関 

する示唆・提言を 行っていく予定であ る。 
附記 
本研究の一部は ，平成 14 年度電源開発促進対策 

特別会計受託事業「近隣アジア 諸国における 原子力 
安全調査事業」の 一環であ る「 FNCA 各国の高校生 
の放射線に関する 知識，関心等についての 合同アン 

ケート調査」 ( 受託者 : ( 社 ) 日本原子力産業会議 ) 
において得られた 成果の一部を 利用したものであ る   
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